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序 文

 本論文集は、1991年度から1993年度にかけて実施された文部省科学研究費補助金

（国際学術研究）による共同研究「中国諸民族における伝統的文化の変容に関する比

較研究」 （代表者：周達生）と、1994年度から1996年度にかけて実施された文部省

科学研究費補助金（国際学術研究）による共同研究「多民族国家・中国における民族

関係についての総合的研究」 （代表者：塚田誠之）の両共同研究の成果をまとめたも

のである。構成上、前者を第一部、後者を第二部とした。

 中国は民族構成が多彩で民族間関係が複雑な多民族国家として知られ、 「民族の時

代」といわれる現今においてその動向が世界中の注目を集めている。80年代以降、中

国においては改革開放政策が推進され、大規模かつ急速な経済発展がもたらされた。

「現代化」が進展するとともに諸民族の文化が変容を遂げつつある。二つの共同研究

のうち、第一部に成果をまとめた共同研究の目的は、諸民族の伝統的な文化がどのよ

うに変容したのか、あるいは変容しっっあるのかを理解することにあった。また、第

二部に挙げた共同研究の目的は、民族集団相互の間の文化的・社会的関係について具

体的な分析を行い、現地の具体例に即して中国の広大な地域における民族間関係のダ

イナミズムを総合的に把握することにあった。いずれの共同研究においても主要な対

象地域となったのは、非漢族が集引する中国西北・西南・東北部などの民族集居地域

であり、他の地域の場合とも比較しながら分析することとした。というのは、それら

の地域においてはとくに複雑で入り組んだ民族間関係が見られ、またそれぞれの民族

のもつ伝統的な文化についても、それが変容しっっあるプロセスをもふくめて、比較

的容易に観察することのできる地域であったからである。もちろん、いわゆる周縁地

域である民族下居地区の他にも沿海の都市部を含むところの民族雑散居地区の場合と

の比較、また国家的政策の果たしている意義、さらに長期的なタイム・スパンを設定

して歴史的背景を押さえることも、課題に対してより深く掘り下げた理解を得るため

には重要なポイントであり、極力留意するようにっとめた。また、文化変容・民族間

関係においては多様な側面がある。たとえば民族間関係に関する研究においては政治

や経済的な側面のみならず文化の側面における関係も当然あり、そして文化には言

語・音楽・物質文化など多くの要素がふくまれる。それゆえ、さまざまな視点から多
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面的に分析をすることによって、幅広い理解が得られるようっとめた。なお、論文の

長短については一応の目安を設定したが、基本的には執筆者の意向を重視した。

 共同研究の形式は、日中双方の研究者による研究集会あるいは現地討議の開催、お

よび現地での実態調査との両面を柱とした。諸民族の事情に精通し内外で注目を集め

ている研究者の参加を得て、組織的な共同研究を行うべくつとめたことはいうまでも

ない。

 本書に収録した論文は両共同研究の分担者の手になるものを中心としている。共同

研究分担者以外にも、国立民族学博物館に滞在中に研究集会にも参加した蒋柄判（外

来研究員）・李昆声（客員教授）の論文をもふくんでいるが、いずれも上記の研究目

的に対して分析が不可欠な問題を扱っている。また、中国側研究者の論文は珠栄曉氏

の論文を除いてはすべて中国語によって書かれている。それは急速に進行している諸

民族の伝統的文化の変容や民族間関係の動態について、現時点での調査報告を早期に

公表する必要があると考えたためである。各論文の概要については、第一部・第三部

の冒頭の解説において共編者である周と塚田とが紹介を行った（文中敬称略）。なお、

本書の編集に関わるすべての実務は塚田が担当した。

4



平成10年9月25日発行非売品

国立民族学博物館調査報告8
編

発

印

 者 周  達 生
    塚田誠之
 行 国立民族学博物館
〒565－8511吹田市千里万博公園10－1
  TEL O 6（876）2151 （代表）

 刷 中西印刷株式会社
〒602－8048京都市上京区下立売通小川東入

  TEL O 75（441）3155 （代表）



Senri Ethnological Reports 8

Cultural Change and lnteractive Dynamics

among Ethnic Groups in China

Edited by

Zhou Dasheng
Shigeyuki fsukada

National Museum of Ethnology IS$N 1340-6787


